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前期を終えて

今日で前期が終了します。今年は「当たり前のことを当たり前にして、みんなが成長できる学校に

しよう」をスローガンに取り組んでいます。前期終了のこの機会に、これまでの半年間の教育活動を

ふり返ってみました。

＜成果＞

・ 運動会・修学旅行といった学校行事に向けて、みんなが協力し真剣に取り組めました。どの行事

も学年の先生の指導のもと十分な成果が収められました。行事を通して成長していく姿が見られた

ことをうれしく思います。

・ 毎日の清掃やクリーンクリーン活動、行事の準備などの際に、みんなのために体を動かすことを

嫌がらず、奉仕の気持ちをもって気持ちよく働ける子がとても多いです。

・ 朝読書やろうかの右側歩行など、声をかけたらすぐにみんなが意識をして取り組んでくれました。

おかげで、学校全体が落ち着いた雰囲気を保つことができました。素直に聞ける子が多いです。

・ 昇降口のくつの整とんや教室のロッカーの整とん、休み時間の後の教室への戻りなど、身の回り

の整理整とんや時間を意識して行動できる子が多いです。

・ ろうかですれちがったときにも気持ちよくあいさつできる子や、職員室にかぎを取りに来る際に

きちんとあいさつのできる子が多いです。

・ スクールガードやおやじの会、ブックママ、学校支援ボランティアなど、とても熱心に学校をサ

ポートしていただける地域の方がみえ、心強く思っています。

・ どのクラスも、担任の指導の元、落ち着いた雰囲気の中で、授業に取り組めています。

＜課題＞

・ あいさつが気持ちよくできる子が、以前よりは増えてきました。しかし、恥ずかしがってできな

い子や気持ちが下を向いてしまっている子がまだいます。気持ちの面でもしっかり前を向いて生活

し、自然にあいさつが交わせる子が増えてほしいと願っています。ご家庭でも習慣づけをお願いし

ます。

・ 通学班でのトラブルが多かったです。教師の見ていないところでも、自分の立場や役割を自覚し

て子どもたちだけでもきちんとできるように、責任感や感謝の気持ちを育てたいと思います。

・ 毎年６年生が行っている全国学力・学習状況調査の結果、甚目寺小学校の学力は、国語・算数共

にほぼ県の平均点と同レベルでした。「悪くはないけれども良くもない」のが現状です。これに満

足せず、授業の中で主体的・対話的で深い学びを実現することで、生きる力を付け、結果的に学力

テストの結果も上がるようにしたいと思います。家庭学習の習慣が身に付くようご家庭でもご協力

ください。

・ 地域ボランティアのすそ野を広げていき、より多くの方に支援していただける学校にしたいです。

後期では、当たり前にできることのレベルを少しずつ上げていければと思います。

今後とも、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

＜日々のできごとを紹介する甚小日記・甚小便り・各学年便りは

甚小ホームページにアップされています＞

甚小だより

明日咲くつぼみ


